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     坂東市にて撮影 

                 撮影者：倉持孝幸氏 常総市羽生町在住 

                               

 

 

 

 

      VOL. ４６  No.３０（通算Ｎｏ．2191） 

３月 １８日 （水 ） 

 

   

 

２００８―２００９年度  会長 秋 田 政 夫   幹事 染 谷 正 美 
創立 １９６３年９月２５日 

≪例 会 場 ・ 例 会 日≫     ≪事 務 所≫ 

〒303-0023 茨城県常総市水海道宝町 2790    〒303-0023 茨城県常総市水海道宝町 3386 

常陽銀行水海道支店内 3F        釜久ビル 3F 

毎週 水曜日 12:30～13:30  ☎ 0297-22-1251   ℡0297-30-0875  Fax0297-30-0876 

E-mail   mitsu-rc@lapis.plala.or.jp 

URL    http://www.mitukaido-rc.jp/ 
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2009年 3月 18日（水）例会プログラム            表紙 花の説明 

点鐘     

ロータリーソング・四つのテスト 

ビジター紹介 

出席報告 

ＳＡＡ報告 

諸報告 

幹事報告 

会長挨拶 

外部卓話 法テラス（日本司法支援センター） 

  茨城地方事務所長 下妻地域事務所長 

弁護士 萩原 慎二 様 

 

例会報告   Vol.４６  No.２９（No.2190） ３月１１日（水）晴れ  (司会 北村英明委員長） 

本例会での主な事項 

◇会長挨拶 松村仁寿副会長   ◇外部卓話   常陽証券株式会社 

                                                取締役社長  稲葉伸一様 

 

ビ ジ タ ー 

米山奨学生 洪 シウォンさん 

卓 話 者  常陽証券株式会社  取締役社長  稲葉伸一様 

 

誕 生 祝 

 
≪会員≫ 横山 修会員 青木全弘会員 山崎善市会員 下村清智会員      

米山奨学生 洪 シウォンさん 

≪配偶者≫山崎会員、横山会員、島田会員、小島会員、松崎会員 

 

諸 報 告 

親睦活動委員会 （倉持功典委員長） 

先日の観劇会に多数御参加戴き、有難うございました。無事終了することが出来ました。有難うございまし

た。 
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幹 事 報 告  （染谷正美幹事） 

週報受理クラブ 竜ヶ崎ＲＣ 

例会変更クラブ 竜ヶ崎ＲＣ ３月３１日（火）休会  ４月７日→４月５日（日）観桜会 

  守谷ＲＣ  ３月２７日（金）北守谷公民館 

 

 

会 長 挨 拶  大串 卓直前会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外 部 卓 話  常陽証券株式会社  取締役社長  稲葉伸一様 

世界同時経済危機を考える 
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出 席 報 告 （青木清人副委員長） 

会員総数 出席者数 欠席者数 賜暇 メーク 出 席 率 
５０名 ３４名 １６名 ０名 １４名 ９６．００％ 

 

ニコニコボックス（横山 修ＳＡＡ）                 入金計 ￥71,000   累計 ￥1,596,000  

誕生祝御礼≪会員≫横山・青木（全）・山崎・下村  各会員 

       ≪配偶者≫山崎・横山・島田・小島・松崎   各会員 

今週、土・日とＰＥＴＳに行ってきます。歴代会長に恥じぬよう研修してきます。  田上会員 

大串直前会長、宜しくお願いします。  染谷（正）会員 

観劇会、楽しませて頂きました。親睦委員会ご苦労様でした。  白井会員 
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歌舞伎、楽しかったです。冥土のお土産にします。  青木（清）会員 

親睦委員会の皆様、ご苦労様でした。よい観劇会でした！  熊谷会員 

先日の親睦会、有難うございました。  福谷会員 

先週の観劇会は、大勢のみなさんに参加していただきまして、ありがとうございます。お疲れ様でした。 

倉持会員 

稲葉社長、ご講演宜しくお願い致します。  北村（英）会員 

観劇会欠席しました。  武藤・古矢  各会員 

ＩＭ欠席致しました。  中川会員 

隅屋氏に褒められました。  北村（仁）・北村（英）・倉持  各会員 

 

 

会 報 委 員 会   青 木 正 弘 委 員 長   上 野  博 副 委 員 長 

 
「ロータリーの 2億ドルのチャレンジ」に 

 彼がスピーチに入るとすぐ、「ロータリーの 1億ドルのチャレンジ」が「ロータリーの 2億ドルのチャレンジ」に

なったことが発表され、会場にどよめきが起こりました。これは、ゲイツ財団が当初の 1 億ドルに加え、新たに

2億5,500万ドルの資金協力を約束し、ロータリーもそれに合わせた増額に同意し、2012年6月30日までに、

さらなる 1億ドルを募金することになった、というものです。 

 このことは、私たちの活動に対しての限りなく厚い信任投票をされたようなもので、その意味するところは壮

大なものがあります。私たちがこのチャレンジに立ち向かうことに成功すれば、最も必要な時期に、ロータリー

とゲイツ財団がさらに 5 億 5,500 万ドルの新しい資金を、ポリオ撲滅の取り組みに提供できるということになり

ます。 

 いまだにポリオを風土病としているのは、わずか4か国にすぎません。しかし、この4か国が、最も実務的で

疫学的な課題を提示しているのです。私たちはこのレースの最後のハードルに近づいています。しかしなが

ら、この最後のハードルこそ最も高く、そして、私たち全員に最も大きな努力を求めています。 

 

キャンペーンを成功させるために 

 このお金は、このキャンペーンを成功させるための作業支援、監視、社会的動員などに使われます。ポリオ

のない世界を実現するために、私たちは新しい症例の徴候を見逃さないように、絶えず警戒していなければ

なりません。私たちは、念入りに計画し、きっちり実施できるように、予防接種日を調整しなければなりません。

そして、最も効率的で効果的に取り組めるよう、私たちは努力を続けていかなければいけません。 

 街で接種日を知らせて回る人を雇ったり、メガホンを買ったり、研究室のサンプルやワクチンを運んだり、一

人の子どもも漏れることがないように村々の地図を整備したり、こういったすべてのニーズを、このチャレンジ

補助金で賄います。 

 

ロータリードリームの実現は近い 

 私たちはすでに最初の1億ドルの半分を集めました。来るべき3年間で、これを総額2億ドルにしなければ

なりません。私たちは、すべてのロータリークラブに、それぞれがこの 3 年間にポリオ撲滅のため、少なくとも

年に一回は資金集めのためのイベントを開催するようお願いします。そして、特に新しいロータリアンと新し

いクラブに、この活動の強力な支援者になっていただきたいのです。  ポリオの撲滅は、そこまできていま

す。このロータリードリームの達成は、近くまできています。私たちは皆、この驚くほどすばらしい活動の一員

であり、ロータリーの歴史に、このページを書き加えるための一員であるべきなのです。 

 

DONG KURN (D.K.) LEE 
PRESIDENT, ROTARY INTERNATIONAL 


